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角盤町周辺地区都市再生整備計画 ○
令和４年度　～　令和８年度　（５年間） 米子市

社会資本総合整備計画(第１回）

える・もーる商店街周辺の歩行者交通量の減少傾向の下げ止まり。
計画区域内で行われるイベント等の実施回数を増やす。
計画区域内の商業店舗数を増加する。

（R2当初） （R8末）
える・もーる商店街周辺を行き交う歩行者数の増減数

計画区域内で行われるイベント（官民問わず）の実施回数

計画区域内で営業する商業店舗の新規出店数

元町通りを行き交う歩行者数の増減数

Ａ　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 個別施設計画 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） R4 R5 R6 R7 R8 策定状況 （提案）

A-1 都市再生 一般 米子市 直接 角盤町周辺地区まちなかウォーカブル推進事業 850.6 30 

合計 850.6 30 

Ｂ　関連社会資本整備事業（該当なし）
事業 地域 交付 直接 個別施設計画 備考
種別 種別 対象 間接 R3 R4 R5 R6 策定状況

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 R3 R4 R5 R6

合計

番号 備考

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業
事業 地域 交付 直接 備考

種別 種別 対象 間接 R3 R4 R5 R6

合計

番号 備考

（参考様式２）社会資本総合整備計画 令和８年３月

計画の名称 重点配分対象の該当
計画の期間 交付対象
計画の目標

・居心地が良く歩いて楽しい環境づくりによる中心市街地の賑わいの再生
・商業施設や商店街を中心とした歩行者の散策回遊ネットワークの形成
・安全で快適な歩行者優先の空間の整備

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
当初現況値 中間目標値 最終目標値

効果促進事業費の割合

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

交付対象事業

要素となる事業名

（事業箇所）
米子市 道路整備等L=1021m、公園整備等A=0.24ha 米子市

事業内容 事業実施期間（年度）
（延長・面積等）

一体的に実施することにより期待される効果

一体的に実施することにより期待される効果

事業内容 事業実施期間（年度）

（面積等）

一体的に実施することにより期待される効果

備考

平均△22 人/年 平均0 人/年

31 回/年 32 回/年

－ 店 1 店

平均△45 人/年 平均0 人/年

全体事業費 850.6百万円 Ａ 850.6百万円 Ｂ 0百万円 Ｃ 0百万円 Ｄ 0百万円

事業者 市町村名
全体事業費
（百万円）

費用便益比

番号 事業者 要素となる事業名 市町村名
全体事業費
（百万円）

費用便益比

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名
全体事業費
（百万円）

番号 事業者
要素となる事業名

（事業箇所）
市町村名

全体事業費
（百万円）

歩行者交通量は、当初現況値はH28～R2の平均
値、最終目標値はR4～R8の平均値。



角盤町周辺地区都市再生整備計画

令和４年度　～　令和８年度 交付対象 米子市

計画の名称

計画の期間

基幹事業（A-1）
角盤町周辺地区まちなかウォーカブル推進事業

2km

位置図

基幹事業

都市再生整備計画の区域

凡例


